
方正友好交流の会 会報第 2号

火 方正
ほうまさ

～燎原の火は方正から～

方正日木人公墓に向かって左隣に建立されている麻山地区日木人公墓
黒龍江省麻山地区でソ連軍の挟撃に遭い、四百数十名が集団自決 Lた麻山

事件の被害者たちの墓。この公墓も 1984年中国政府によって建立された。



なぜ方正（ほうまさ）なのか？

方正と書けば日本人なら「ほうせい」と呼ぶのが普通だろう。しかし黒竜江省には宝清

という県があり、旧満洲にいた日本人たちは、「ほうせい」と呼ぶ場合は宝清を指した。そ

の宝清と区別するために、方正を音訓混じりで敢えて、「ほうまさ」と呼び、今でもそう読

んでいる。戦後も彼の地で過ごした人々にとって方正はあくまでも「ほうまさ」なのであ
ほうまさ

る。私たちも彼らの思いを受けて、会の名称を「方正友好交流の会」とした。

なぜ『星火方正』（せいかほうまさ）なのか？

星火とは、とても小さな火のことである。私たちの活動も今は小さな野火にすぎないが、

やがて「燎原の火のように方正から平和と友好の動き、インターナショナルな友愛の精神

が広まるのだ」という意味を込めて会報の名前にした。







方 正 訪 問 記 

―「方正日本人公墓」と私― 

南 誠  
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まだ、 1 0月末だというのに、中国東北地域は既に冬景色に染ま

っていた 。 見 渡 す か ぎ り の 畑は雪に

覆われていた 。 街の人は寒さに 身 を

縮み なが ら、冬支度に励んでいた 。

今 回は麻山事件の生存者（老婦人）、

嵩 校の教師、カメラマンと私の四人

旅 で あ っ た 。 目的の一つは麻山事件 ' 

のドキ ュ メンタリーを作るこ と であ

る。三 泊四日 と いう短い旅だったが、

麻山事件の跡地（西大坂）、肖竜村、

方正などの地を訪ねた。

老婦人の涙のわけ

麻山事件の跡地を見 つ めながら、老

婦人の目に は 涙 が 光 っ て い た 。 そ の 語

彼女 のよ うな 証人がいなく なったら 、

いったい 誰がそれを 教えてく れる だ

ろ う か ？

り口調も悲しさのあまり、時には途切れたりする 。 な ぜ な ら、彼女

は 60年前 、 こ の 地 で 母 親 や妹、多くの知人を亡くしたからである 。

それを思い 出 しての涙だった 。生き残った彼女は現 地 の人に拾われ、

近くの宵竜村のある家庭に蓑女と して入っ

た。 そして、 8年 という長い年月を経て、

迎えに来た父親 と共に 、 ふるさとの北海道

に帰還した 。

今 回の旅は彼女が歩んできた道を辿る

ものでもあ っ た。 しかし、その道は決して

彼女の一人のものではない 。か つての日本

政府の国策の下で送出された満洲農業移民

涙を拭く の多くが共有 す る経験でもある 。 私の祖 母

当時の悲惨 さは彼女の含葉だけ もその一人である 。そういう理由もあ っ て、

では決し て理解できない。涙がそ 私は 彼女の話に一所懸命、耳を傾 け て聞い

れを物語っている。
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ていた 。 しかし、あまりの話の悲惨さに、耳をそらしたくもなる 。

私の目には涙が浮かんできた。その後は感無呈でしばらくの間 、 ロ

を閉ざしていた 。そ して、老婦人の語りだけでは想像できない彼（女）

らが もつ悲惨 な体験を痛感 した。

方正 へ 向かう

麻山事件の 跡地を後に して、私たちは麻

山事件 で なくなっ t.-.）、 t.-ちの公砥のある方

正へ向か っ た 。 今でこそ、麻速道路が整備

され 、 バスでの移動が可能で、便利になっ

ている 。 しかし、敗戦時では、移動手段と

しての鉄道も橋も先に逃げた軍隊に破壊さ

れ 、 開拓 団 の人ぴ と は 徒 歩 で 山道などを逃

げ回っていた 。 そのために、幾人が死に至

ったのだろうか 。 5時間 ほ ど の道程をバス

に揺られなが ら 、 窓 の 外 の 山 々を見て、私 麻山地区日本人公墓

は考 え込んだ 。 1984年、麻山地区 日本人公至が力正に

思えば、方 正 を 訪 問 す る の は 三 度 目 で 立てられた， 開拓団婦女子の道骨 500体

ある 。 20 0 4年 7月末、 「方正地区支援 あまりが合祀さ れている霜

交流の 会 」の 奥 村 正 雄 氏 が 計 画 し た 「松田ちゑさん と行く方正墓参

の旅 」に参加して 、 方正を初めて訪れた。奥村正雄氏のことは松田

ちゑさんの こ とを調べようと して、その紹介をお願いしたのがきっ

かけで知 っ た 。 それが縁で、同 会の再出発に際し、その活動に関わ

るようになった 。

公墓を何周も歩く

老婦人は再会と 別れを惜しむか

のように、公募を何週も歩き続け

た。

「1:1本人 公暮 lの前で

冷たい風が強く吹いていたにもかか

わらず、公墓の管理人は私たちを暖か

く迎えた 。 鍵を開け、公墓の前まで案

内 してくれた 。

初めて公墓を訪れる老婦人は、興蛮

する気持ちを抑えられずにいた 。 急ぐ

足は若い私たちよりもはやい 。そして、

墓の 前 に 供 物 を 並 ぴ 、 墓 参 り を 始 め た 。

老婦人は目を閉じ、静かに拝んだ 。 その

姿はかの地で無くなった親族や友 ら と心
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の会話をし ているようだった 。

静寂の中から風の音だけが聞こえてくる 。 激しく揺れる樹の枝は

老婦 人 を 歓迎しているようだった 。 そして、その訪れが遅いとい わ

んばかりに冷たい風が容赦なく 体 にあたる。老婦人は“待たせてご

めんね ’'と独 り言 のよ うに 公墓に語りかけ、日本から持ってきた 水

をかけながら、周りを何周も 歩き続けた ◇

麻 山事件で亡くなった人らとの

再 会 を惜し むかのように、老婦人

は決して 、公墓から去ろうとはし

なかった 。 それでも、別れはや っ

てくる 。 6 0年前のあの日のよう

に。 しかし、 あ の 日 は あ ま りにも

突然すぎた 。

墓参りを 済ま し、 老婦人は 静か

に立 っ た 。 管理人と握手 し、 公墓

の案 内 に 対する感謝の気持ちと共

に、あの 「戦争 」 で被害を被 った

中国の人々に 謝 罪 す る 気 持 ちを述

べた 。

旅を終えて

管理 人 と握手

「靖国参拝」の問超を よそに、今回の旅

に出会う中国の方々は笑顔 で私たちを

迎えてくれた． これぞ、「民間」の力だ。

方正を後にし、私たちはハ ル ビンヘ向か っ た。 翌朝、老婦人ら三

人は北海道 へ 帰っていった 。 私は他の地域へ旅立った 。

あっとい う問の旅であった。旅の思い出の重みは時間の長さを は

るかに超えている 。 その後、私はそれを どう 消化していけばいいの

か に つ い て考え込んだ。しかし、その答えは決してすぐに出ない。

おそらく、そのための旅は今後も続く ◇ それは公墓と 出 会 っ た 私に

かせられた課題であり、油洲開拓民だった祖母を持つ私の宿命でも

ある 。

彼（女）らは問違いなく、被害を被 っている。 しかし 、 中国の人に

とって 、彼（女）らは加害者でもあるのだ 。矛 盾しているようだ が 、

こ の 矛 盾す る気持ちは戦後の彼（女）らの多くを悩ませていたに違い

ない 。 老婦人が自 らの 体験を語りながらも、公墓の管理人に頭を下

げたことから そ の 姿 が う か がえる 。 このような戦後の彼 （女）らの心

惜を含めて、戦争体験であるといえよう 。今 回の旅を通して 、 それ

らが 方 正 公墓に凝縮しているように感 じた 。
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「日 本人公幕 lが記憶す る も の

日中両 国 はかつての 負 の歴史の認識をめぐって 、 しばしば対立し

て いる ◇ 今の 日中 関 係 も 「政冷経熱 Jから 「 政 冷 経 涼 Jへと 悪化し

つつある 。 こ ういうとき こ そ 、過去 に目 を 向 け る 必 要が ある 0 その

過去の 記 憶が凝縮している方正日本人公墓は、極めて重要な存在で

ある 。

公墓には人々に 、 かつての歴史に

つ いて 再考さ せる力をもっている V

それは負の歴史に留まらず、公墓の

建設を許可した寛大な中国側と、公

墓の存 在 に 無 関 心 な 日 本 側 という対

象的な姿をも含める 心 さらに童 要な

のはそこから国籍に関係なく、平和

を祈願する人びとの姿を垣問見る こ

とが できるという こ とだ。政 治関 係

がどう変わ っても、平 和を 祈願する

人々の気持ちはいつまでも変わらない 。

国 境を越えた連帯は このようにして生

まれてくる 。 それはかつての戦争への

反省、永続する平和への第一歩である 。

静か にたたず む公堅は何も諾っ

てくれない，その姿I:t語 られてい

く（9)を待っ てしヽる．tうた＾った，

こ の よ うにして考えると 、 公墓 は 将来 に向けた過 去 の記憶の場で

ある といえよう 。 その存在は何にも変えがたい役目を持っている 。

だからこそ、公墓をどう保存させていくかは大切である 。 また 、公

墓にまつわる様々な物語は語り 続 けていかなければならな いぐ

今 回 の 方 正訪問は そのような公墓の大切さを再認識させてくれた ◇

しか し、 旅はまだ始まったばか りで あ る 。

《南誠（本 名 ：梁雪江）さんは、残留 三世とし て 1976年黒龍江省

携南県で生まれ、 1989年 帰 国◇現 在 、京都大学大学院人間環境学 研

究科博士後期課程に 在 学 し、日中関係 史 、歴 史社会学を専攻。引 揚

げ問題及び 中 国 残 留 日 本 人 と の関係、中国残留日本人の言説分析 、

当 事者への聞き取りや中国帰国者コミュニティなどについて研究、

残留日本人に関する多数の論文がある学究の徒だ。また、当会の理

事でもある。》



北京での新年 

今村 春江   
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新年明けましておめでとうございます。本年も宜しくお願いします。

私は今、家族4世代で北京に来ています。 1982年一家で日本に引越しをしてから、家族

がそろっての中国は初めてのことです。今回の北京旅行には一つ大きな目標がありました。

それは、私の祖母に今の中国を見せる事です。

祖母は戦前開拓団の一員としてハルビン市の方正県に配属されました。敗戦後は残留帰

人と して 1978年までに方正県で暮らしていました。私の記憶の中で 1970年代の中国はま

た物資が足りなく、生活は大変なものでした。食べ物が少なく、とうもろこしご飯や家の

畑で取れた白菜、にんじん、茄子などの野菜が中心でした。冬は白菜の塩付けをそれぞれ

の家庭で作り 、春まではそれを食べる続け、発酵食品に当たるため、栄養面ではかなり良

いみたいです。今でも冬になると母が少し白菜を漬けて、みんなで食べています。そして、

春節には必ずお魚料理が食卓に上がり、年年有裕という言葉にあやかり、毎年余裕のある

生活をしようという願いを込めてのお魚料理や、春節に家畜の豚や家鴨などの料理があり、

一年で一番美味しい料理が食べられる日とあって、小さい自分などは毎日が春節なら良い

と考えていました。

春節の前には裁縫の得意な祖母が夜なべをして服を新調してくれました。そんな大変な

30何年間を中国で暮らしていた祖母に今の中国を見せたくて北京に来ています。

祖母は北京の空港に到着してすぐに 1978年の北京空港とは違い、明るいし、みんな笑顔

があるとびっくり していました。出迎えに来てくれた友人の車に乗り、北京市の新しく建

設されたピル群、自動車の渋滞、市内のイルミネーション、道を行く人々の服装に圧倒さ

れ、ただ、ただびっくりして、車がそのまま夕食の予約をした東来順という老舗のしゃぷ

しゃぶ屋に到着し、歓迎光臨（いらっしゃいませ）とあちらこちらから声がして、個室に

案内されて、あっという問に円卓が食材で埋まり、薄くスライスされた牛肉、羊肉、野菜

などが並び、どれを食ぺても美味しいという祖母はかなりなカルチャショックを受けてい

る様子です。そして明日からの北京滞在に一抹の不安と期待を抱えている。中国を離れて

からの20何年間の溝を埋めようとしています。

ビル群が林立し、百貨店が夜の 10時まで開店し、商品が有り余っている今の中国を見た

祖母はホテルに帰ってから、長生きして良かったと、中国がこんなに発展し、豊になって、

昔とは全然違って、本当に自分の目で確認できたことが本当にうれしい。また、日中が友

好であることが今回の旅行を可能にしたと話していました。

確かに中国は変わりました。度々中国に行く私などはあまりその変化について考えるこ

とはないが、今回、私も改めて中国が豊かになったと思う。来年のお正月は是非とも祖母

に30何年暮らした第二の故郷方正県で新年を迎えたいと考えています。



方 正 

伊藤 俊（和光大学 4年生）  
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ハルピソから北東へ車で 3時問半、方正（ほうまさ）県の日本人公董へ行くと決まったのは急なことで、訪

問日の二日前だった．ヤマザンことW騎文徳くんが、方正で日本語学校の名誉塾長をしている王鳳Wさん

や役所の方に連絡を敢つて実現したのだ。

方正訪問の目的は日本人公璽を訪れることと、そこで王属山さんの話を聞くことだった0.iE直それ以外

のことはよく分からず、 「開拓団の人がたくさんいたんだろうな残留孤児もだくさんいた所なんだろうな」

くらいの認識しか持っていなかった．

実際に訪れた方正ばのどがという言葉がよく似合う場所だった。車道を突然横切るアヒルの隊列、一本

大きい道を外れると現れるでこぼこの道、そんな景色を通り過ぎて看いた「中日友好園林」ではまず、目的

のひとつだった巳本人公董と対面した．

説明してくれた役所の李さんによると、方正県には敗戦時軍の食糧倉庫があり、 たくさんの•’開拓団の

人々が集まってきた。しかし、その人々の中の 5000人から6000人が収容所で寒さや伝染病、飢えによって

亡くなったという。その人々が「方正地区日本人公墓」に埋葬されていた。

もうひとつ、 「麻山地区日本人公璽」というものもあり、そこには麻Wという別の地区の人々が埋葬され

ていた。その麻Wでの開拓団の最期を聞いてショックだった．500人の開拓民が撃ち合つだというのだ。最

初は25人が475人を撃ち、次に5人が20人を撃ち・ とヽいうようになぜそんなことをしてしまったのか、

何にそこまで追い詰められてしまったのか、ということが1葵には想像が及ばなかっ尼その後、残留孤児の

人々が連てたという詈父母の璽も訪れた．

さて、この友好園林の中は松林になっているのだけれど、なんとも心が和んだ．松は中国にもあるらしい

のだが日本を歩いているような気持ちになり、すがすがしかった．

次に訪れたのが資料館だ。そこには日中戦争の歴史から日本と中国•方正の交流残留孤児・残留婦人の

歩んできた道などの展示がされていた．

展示の中に剣玉やこけしといった日本独特のものがあったので何だか憬かしかった．

僕が印象に残った展示にひとつの記事があった。それは、朝日新聞埼玉版の記事で、そこには日本人公

璽の成り立ちが書いてあり、そして「文化大革命の時も万正の人が公璽を守った」と書いてあって、 「その時

は古いものを壊すという風潮であった」らしいのに守つてくれだということが嬉しかった．

最後に友公園林を出た所でス--(力を一緒に食べたことも楽しい思い出として残っている．

巳本語学校名番塾長の王さん、校長、方正の役所の李さん、難しい言葉を一生懸命通訳してくれたチョウ

君、多くの人の暖かさが曙しかった．

8本を思ってくれろ人が方正I「いるということが分かったということだけでもこのスタディーツアーで

得た収穫だと思う．方正の人々に同かを返したい。それは具体的には分からないけれど、歴史や中国のこと

について学びつづけることしかないのかと思う。

”開拓団とは「満州国」が建国された 19 3 2年以降、日本の農村などから土地を求めて満州国に渡

った人々のこと。武装移民や彼らの花嫁として渡満した女性もいた。



千葉県“方正郷”はいま 

 

千葉市周辺には方正出身の帰国者が多い。それには理由があった。 

その理由について、現在、東京地裁で進められている中国残留孤児国 

家賠償訴訟・千葉県原告団の代表者、吉田照夫さんに寄稿をお願いし 

た。原稿は中国語、日本語どちらでも書きやすい言語で、とお願いし 

たら、すべて日本語で書いてくれた。（編集部） 

 

吉田照也 （千葉市）  
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■ "払でしまいますよJ

60年前、私が中国人に引き取られた時、雪力嗚わていましt:oおそらく 11月ごろだったと思い

ます。中国人2人が収容所に来て、私に何が言っていましたが、私には何を言っているのかわからな

くて、怖くて、「あんたたちと行かない」と言し張りましt.:..回りのおばさんたちに「照也、中国人と行

きなさい。行かないとここで死んでしまいますよJと貌得されて、仕かなくその中国人について行きま

した中国人は2人で、 1人は王青林さん、もう 1人は熊世文さんで、最初は王青林さんに引き取ら

れましたが、 1週間くらいで熊世文さんに引き渡されました）熊さんの家に 10日くらいいて、次に

は熊さんと親しい丑斡オさん乃家につれて行かれましたこのように私は3回たらいまわしにされた

後、この王閑材さんが養父になり私を育ててくれた切ナです。

養父母に血のつながった子供はいませんでしたが、当時20代だった中国人の養女がいたほか、私

が引き取られてあと、私のほかに3人の姉弟倒il人、弟2人）の日本人孤児が養父母に引き取られ、

きょうだいとして→者に育ちましたこの姉は鶴子と言います。

■ 養は永住帰国1叩

細流れ、永住胤国を決意する時が来ました朝お削齢沢した妻の両親、姉弟にも相談しまし

たが反対されましt;:.反対の理由は日本での生活が容易ではないだろうから、ということです。まず

私自身、日本語を忘れている中でだれひとり日本語がわからず、そういう中で煮臓や日常生活上のさ

まざまな問題が出てくるだろう。中国なら自分たち親戚や紀塗もいて、何か困ったことがあれば相薮

できるが、日本では親身になってくれる親戚も少なく、友幽埠佳もおらず、しかも親戚に相談しよう

にも言葉力遠じなくて相談できないではないか。さら1ユ土日れこ行ったら自分たちが毎舌するのも大

変で、再び中国に戻ろうと思っても戻ることすらできなくなるのではないか、などなど心紀していま

しt:..
私は妻に鶴子姉さんのところへ行こうと話しました鶴子姉さんは中国語も日本語もできるし、困

ったことがあったら相談もできるし面倒も見てくれるでしょう、このようは脳尋して妻と親戚茂頸g

をもらい、家族で永住帰国すること紅午してもらいました養父邸乃もとで~こ育った鶴召命さん

は同じ中国残留孤児・小島規さんと中困で結婚し、すでに1974年、日本に永住帰国、千葉県の）＼

日市場に住んでいたのです。その関係で私たち家族も）＼日市都こ住むことになりましt;:.私の両親は
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奄美大島から隔拓団員として中国に渡ったのてすが、私が千葉に永住帰国するようになったのはそう

し坦輯によるものです。

・重一八日市場に住むようになってから、私は鶴子姉さんの紹介で松田憲さんという方と知り合いになり

ましt.:.,松田さんは旧軍人で、戦争で両手をなくしていました。中国帰国者に同情して、とても優し

い人でした私が仕事が見つからず悩んでいる時、松田さんが来てくれて、悩むことはない、大丈夫

と慰めてくれましt.:.,さらに「とりあえず私の工場で働かないか、仕事はきつい口示ヽが、やってみ

ないか」と誘ってくれましt.:,,手“共公田さん戊決工茄こ勤めることにしましt.:,,

鉄工所での仕事は、重い鉄板を持ち運ぶ作業が多く、 一労働でした）この重労働がたたってか、私

は体を壊しで胆ヽ脳梗塞を起こし、 半身不随のようになってしまいましt.:,,脳梗塞になってから3ヶ

月くらい、通院治療を受けながら、鍼もやりま l.,t7。 そのうち病状が経くなってきま し尤~。 私が働け

ないために家族の生活が困窮していました当時、私はまだ中国籍で、ある日、ピザの延長申請手練

きのため千葉市の入管に行ったところ、係りの人が鹿児島から転勤で来たという人でした＞同郷だと

いうことで親身に話刹閉いてもらえましt.:,,私が釦乃ことを話したところ、千葉県の中国帰国者生活

指導員て通釈の大塚さんを紹介してもらいましt.::.私は元尿先生の自宅へ行き話を聞いてもらったと

ころ、 「県乃厚生課吋テって、あんたのことを話しておく」と言われましt.:.,そして1983年、 今の

住所である千葉市i埠魂凡、生活廂匿も受給し、治寮費の支給も受けることができました3

■ 方正の悧間が全国から

千葉市に転居してからまもなく、千葉市に住むボランティア団体り人々が私が中国から帰国したこ

とを知り、私の苦労に同情してくれたりして交流が始まりました）私はそれまでまったく日本語を学

ぶ機会を与えられなかったため、日本語の聞き取りやしゃべることができませんでしに私はあらた

めて日本語を学ぶため、そして少しでも日本と中国の架け橋になろうと、毎日毎日、 13本語の勉強を

して、ようやく日本語が多少しゃべれるようになりましt.:.,

そのうちに、方正から日本各地に帰国していた人たちが私に連絡してくるようになりましt.:.,その

人たちは山梨県、長野県、栃木県、鹿児島県、愛知県、群馬県、広島県などの田舎にそれぞれ定着し

た人々です。田舎は農業が多く、就殿はとても難しいし給料も安い。それに日本語もわからなくて頼

る人もいない。そんなことから、みんな私を頼って千配和こ集まってきましt.:,,ある人は帰国前に私

I這絡し頑巖し方面砂薗妾、千葉に寮て定着した人もいます。

千葉に移ってきた人たちには、まずアパートを探し、就朦の斡旋、会社の面接の時はいつも通訳を

かねて付き添い、そ紺ま現在もやっています。新しく中国からくる身元判明孤児の保証人、帰国毛続

き、 2世3世の来日我亮き、刈国申請のためにN国管理局勺湘術、みんな中国籍のまま来日するの

で、市、区役所へ同行して外人登録の封院き・・・。公酋住宅の申請封院き、入居が決まれば保証バ架し

や自分で引き受け、公営住宅入居の説明会に同行もしよっちゅうです。日常的に多いのは子供たちが

通う学校の連絡事項の伝達、病人を病院へ連れて行く、葬式の手配...。いまでも日本語が話せず、13

常生活に支障をきたしている人が少なくなく、私のやらなければならない仕事は、いつ終わるとも知

れません。
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■ 王鳳山さんのこと

私がまだ方正にいる頃は、 王腺山さんとはたた宿識があるだけでした。付き合いはなかったし、特

に関係はありませんでした）親しく付き合うようになったのは今から 10数年前、 王腺山さんが副知

手として、方正県を代表し、 2度ほど日本を訪問した時です。 1回目の随行員は、当時、方正県外専

弁公室の主任 ・王広臣さんと通訳の陳福堂さんでしt=.彼らが日本滞在中、私はずっと随伴していま

しね毎日いろんな話をし、お互いに朝解する中で親しくなりましね彼らが中国に帰るときは私の

長男が車を運転して成田空港まで送りました)f寺研炉小は速く、あれからもう 10数年たちましt.:,,

今度再会する機会がきたら話したいことが山ほどあります公

芦 ’q憫たち 2006年4月1日 千葉市美浜区の桜の下で。

左から王淑焚、頸国芳、張桂芝、弥徳礼、李淑珍、朱7k夙、焦玉焚、田文学、絣桂云、

王喜（吉田照也さん）の皆さん



「満蒙開拓と伊那谷―慰霊碑は語る―」の出版にかけた想い 

 

寺沢秀文（長野県）  
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かつて中国東北部に 13年問だけ存在した幻の国 「滴州」。この滴州に全国から約27万

人余の開拓団等が渡満し、その中で最も多かったのが長野県であり、そして県内でも最も

多かったのが私の住む飯田 ・下伊那地方を含む県南 ・伊那谷地区でした。言わば全国で最

も多くの開拓団を送出したこの伊那谷だけに、戦後、満蒙開拓に係わる慰霊碑等が各地に

建立されています。しかし、戦後60年を経る中で、元開拓団員等も高齢化が進み、こう

いった慰盤碑の維持管理等にも支障を来たしつつあり、山中に埋もれどこにあるかさえわ

からないようなものすらあります。私は戦後生まれですが、両親が元開拓団旦であったこ

と等もあり、この郷土の歴史の証人でもある慰霊碑の建立経過、所在位置等についての記

録を残しておく必要があると常々思い、 2年ほど前から所属する飯田日中友好協会等から

有志を募り、慰霊碑を一つ一つ現地調査してきました。その都度、線香を上げ手向けてき

ましたが、どの慰霊碑からも液州に人生を賭けた人々の思いが伝わってくるようでした。

今般、伊那谷地区の27基に及ぶ慰霊碑等の調査結果を記録集としてまとめたのが標題の

冊子です。400部を自要出版し、お陰様で関係各方面から多くの引き合いがあり、既に

在庫がありません。このような満蒙開拓に係わる慰霊碑は全国各地にあり、出来ることな

らば各県単位等にて記録集等を作って頂いたらと思います。幸いなことに長野県において

も、長野県開拓自興会にて提案したところ、早速全県事業として取り組んで頂き、伊那谷

版に先んじて昨年春に全県版の記録集が県自興会より発行されています。

長野県開拓自興会では旧満州への訪問団の派遣、残留邦人調査、毎年秋実施の慰霊祭等

の事業を行ってきており、私も歴史を語り継ぐ次世代の一人として役只の末席に加えて頂

き、お手伝いをさせて頂いています。一昨年(20 0 4年）の秋には約 10 0人の規模にて県

自興会主催の友好訪中団を旧漑州に派遣し、旧開拓地等を分散訪問等いたしましたが、そ

の際、全団員にて方正公墓の募参を企画したところ、反日気運が瓦まっていたこと等もあ

り、現地政府からの要請により全員での墓参事業を中止せざるを得ませんでした。あれだ

けの多くの日本人犠牲者を出した旧漑州で公式に許された日本人公墓はたった 1ヶ所しか

無いというこ と、今でもそこへの自由な墓参が困難であること、そういった事実を日本人

のどれだけの人が知っているでしょうか？また、それだけのことをかつて日本がしてしま

ったという悲しい歴史の帰結でもあります。

私自身も戦後世代ですが、私たち後継者に託された課題は戦争という 「負の財産」を友

好交流という「正の財産」に置き換えていくこ とだと思っています。私の近くの村に泰阜

村という多くの開拓団を送出した山村があります。この泰阜村は分村開拓団の避難民たち

が方正でお世話になったこと等の縁により方正県と友好締結し、児童が相互交流する等し
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ており、これも負の財産から生まれた国際交流という正の財産です。また、私の両親もか

つて住んだ吉林省の水曲柳開拓団の縁により、吉林省叙蘭市と飯田日中友好協会とが友好

締結し、毎年募金を集め、現地の就学困難児童支援活動を行う等の交流が続いています。

私が所屈する飯田日中友好協会では、昨年5月から 「満蒙開拓・語り部の会」を発足さ

せました。約 40人の元開拓団貝の皆さんに各地の学校や各種会合等にてその体験談を話

してもらっています。息の詰まるような生々 しい悲惨な体験を初めて語ってくれた方もい

ました。本当に戦争は日常では考えられない悲惨な出来事が沢山起こります。だからこそ

戦争はいけないという ことを語り部の人たちは自らの体験から伝えてくれます。

満蒙開拓という悲惨な体験を語り継ぎ、戦争は 2度といけないということを 日本国内で

ももっと確認し合っていくべきだと思います。そして中国の青少年たちにとっても「憎し

みJだけを語り継ぎ増殖させていくのではなく、歴史の反省の下、本当の意味での明日を

見た友好交流が実現できるよう 、中国の宵年たちとも理解を深めていくことが出来たらい

いと思っています。

《寺沢秀文さんは、 『伊那谷の潰蒙開拓慰霊碑を記録保存する有志の会』代表であり、また

長野県日中友好協会・副理事長、飯田日中友好協会・副理事長として 日中好運動に文字通

り東奔西走されている方である。また当会の理事でもある。》

,..H●U鵬虻出こ●●｀心讐 ー

潟蒙開拓と伊那谷

～ 悠遥碑1ふ出る～

“° "·的鯛8膏駈●濃胸を起騒す•6↓•'"
●●●●● 駁99".”’‘"t

．樗・凶" ・・・"鴫’̀99●t

●ル”●99●,..,

• • 99••9"• a 

左上写真は、伊那谷各地に建つ満蒙開拓慰霊碑の一つ。右上写真は、 「伊那谷地区の満蒙開拓慰霊

碑等記録集」の表紙。
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加藤紘一氏の公墓参拝を確認！ 
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1月27日、衆議院議員会館に加藤紘ー氏を訪問した。当会の参与である木村直美

が旧知の加藤氏のアポイントメントを取り、当会顧問の韓慶愈（社団法人日中科学技

術文化センター理事長）と大類が一緒に加藤氏を訪れた。

木村から、 当会の設立経緯を紹介しその後、 方正についてお聞きしたところ、次のよ

うなことがわかった。

外務省に勤務していた1967、8年頃、加藤氏は香港に駐在されていた。国交回復前

の日中間の往来は香港経由の頃である。その頃少ないながら、中国から帰国する残

留婦人も香港経由で帰固していた。香港の日本領事館に勤務する加藤氏は、残留婦

人から中国のボ情を聞かれたところ、残留婦人の多くが方正県出身であることがわか

った。加藤氏はその時、いずれ方正県を訪ねてみたいと思ったとのことである。

残留婦人たちが日本食を食べたいというので、日本人倶楽部にお連れして、納豆や

味噌汁など懐かしい日本食を食べてもらい、中国でのいろいろな話を残留婦人たちか

ら間かれた。

「日本に夫がいたけど、帰るに帰れない、 生きていくために中国の男性と結婚し子供

ももうけました。私は悪い女でしょうか」、などと加藤氏に思いのたけを語られ、泣かれた

こともあった。当時28歳頃の加藤氏は、「若いのに、年取った婦人たちを泣かせていて、

まわりは変な風景だと思ったでしょうねJと回想された。

それから36年ほど経って、氏がちょうど浪人の身の2003年8月15日から20日にかけ

て、地元山形県の経済関係の訪中団団長として、方正を訪問することになった。その

日程を詰めている段階で加藤氏は、方正県に日本人公墓があることを知ったとのこと

であった，，方正県ではもちろん臨参し署名された。

当会の仲間が、署名簿に加藤氏の名前が記載されているのを知り、昨年確認をした

が、その時は訪問されてはいなかったと関係者から聞かされていた。しかし今回、ご本

人の口から、日本人公墓に参拝されたことをはっきりと言われた。

戦後多くの政治家が訪中しているが、国政に携わる政治家が方正の日本人公墓

まで行き参拝されたのは加藤紘ー氏が初めてだb （大類）
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日本政府に忘れられた中国の日本人公墓

華人週報（翻訳）

方正県は黒龍江省ハルピン市の東南 16 5キロのところにあり、人口わずか23万人の

小さな県である。この中心、方正の街が有名なのは、この街に建設された世界でも類のな

い公墓によってである。それは戦争の被害を受けた国の政府が侵略国自身の犠牲者のため

に建設したものだからである。当時、みずから日本人公墓の建設に関わった元黒龍江省政

府外事部門の趙喜晨先生が、その由来を詳しく説明してくれた。

1 9 6 2年、まさに中国が3年続きの厳しい自然災害に見舞われた時、黒竜江省政府は

突然、方正県政府からの報告を受け取った。それによれば現地の農民が開墾中、方正県郊

外の砲台山の山麓で大且の白骨を発見した、その数、数千にのぽる、というものだった。

調査によって、この白骨はほとんど子供と女性のものであり、まとめて浅い地中に埋めら

れていることがわかった。史料によれば戦時、このあたりは日本のある開拓団の本部があ

ったところで、敗戦時、日本軍に遺棄された女性や子供たちが続々と方正県に集まり、ハ

ルピンで日本へ引き揚げようとした。しかし長い逃亡と寒さ，飢餓がこもごも襲い、さら

に疫病が流行、半数は方正県で死亡した。当然ながらその中には自殺者も少なくなかった。

ことの顛末を知った黒竜江省政府は中央政府に報告、周総理みずからの決済によって、方

正県政府が人道主義の立場から、周囲に散乱する日本人の造骨を集め、まとめて埋葬する

ことに決めた。当時、中国は災害が重なり財政状況も厳しかったが、黒竜江省政府は20

万元の巨費を投じ、遺骨が発見された近くに日本人公墓を建設、ハルピンのロシヤ人墓地

に捨てられていた、日本人墓地によく見られる、先のとがった石柱の石碑を選び、墓前に

建てた。そしてハルピン市の著名な書家に頼んで、「1945年方正地区で亡くなった日本

人公墓、 1 9 6 3年建立」という碑文を書いてもらった。当時、日本人のために公墓や墓碑

を作ることについて、役所の中や民衆の間で激しい議論が行われた、と趙喜艮さんは言う。

ほかでもない、周総理および陳毅外相など中央指導部が直接かかわり、直接指導したこと、

そして毛沢東主席の「日本人民に着目し、日本人民と一握りの軍国主義分子を区別する」と

いう戦略思想のもと、日本人公墓を建設することの意義が極めて大きいことを、実践が証

明した。まずそれは歴史教科書が、あの時代、日本軍国主義が起こした戦争が、日本人民

を含む各国人民にもたらした巨大な災難をリアルに記載し、もしも中国侵略戦争がなかっ

たら、これだけ多くの罪のない日本の庶民が駆り立てられて中国に来て、このように多く

の死者や孤児を生み出すことはなかった、という真実を記載した。そのため日本人公墓の

建設の最も大きな意義はまず日本の軍国主義が侵した罪を訴えたことであり、次に日本の

人民に対して、中国政府と人民が広い度量とヒューマニズムに基づいて「中日両国はよき隣

人として、永久に二度と戦わないJことを伝えたことである。

1 9 7 0年、昔の日本人公墓はダムを建設するために、そこからそれほど遠くない砲台

山麓に移された。面積も元の3000平方メートルから 14000平方メートルと広くな

った。その後、麻山日本人公墓もその中に移された（麻山日本人公墓の規模はわりと小さ

く、日本へ帰ることができなくて自殺した開拓団員の500余の追骨が埋葬されている）．
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日本人公墓は1994年に中日友好園林と改名された。いま中日友好園林には松や柏が林

立し、日本人が贈った桜の木がその間を点綴している。

林の奥まったところに 2基の日本人公墓が並ぶ。方正日本人公墓と麻山日本人公墓だ。

そこからあまり離れていないところに、日本人孤児がお金を出して建てた中国養父母公墓

がある。さらにもう一基、中国東北地区で水稲の早期育苗栽培技術で中国に貢献した日本

の友人藤原長作先生のお墓がある。そしてもう 1基は日本のある民間団体が寄贈した中日

友好記念碑。中日友好園林の入り口にある陳列室にはたくさんの写真や実物が陳列されて

おり、見学者に日本軍の侵略犯罪と中日友好園林の発展の由来を詳しく説明している。

いま、中日友好園林は当地の青少年のための愛国主義教育の基地になっており、同時に

また中日友好の象徴になっており、さらに両国人民が友好交流を進めるための架け橋にな

っている。方正県は中国でこそあまり知られていないが、日本では名声が知れ渡っている。

現在、日本に帰国した孤児やその家族を含め、さまざまな名目で日本で仕事をしたり生活

している方正県人は4万あまりに達する。毎年方正県の名前を聞いて見学に訪れる日本の

団体は30あまり、 300人から 400人に及んでいる。中日友好園林を真に方正県の対

外交流の窓口にするために、園林の規模をさらに拡大する。亡くなった身内をお祭りする

のは、それぞれの国の人にとって人情である。歴史を忘れず、ともに未来の目的に向かっ

てさらに多くの日本人が方正を訪れ、見学を通して方正県を理解し、あの忘れることので

きない歴史を理解していただきたい。

奇妙なのは、毎年、嗚り物入りで靖国神社を参拝する小泉首相が、多くの日本人難民の

遺骨が埋葬されている方正県日本人公墓に対して知らぬ顔を決め込んでいることであり、

一人の政治家も参拝していないことである。まさかこれは日本の政治指導者が歴史問題に

対するのと同様、昔日のr棄民Jに対して無視、もしくは冷淡な態度をとっているのではあ

るまい！ ？ （文・陳志江翻訳・奥村正雄）

《この記事の前半は、長春にある日本人孤児養父母楼について書かれていますが、頁数の

関係もあり訳しませんでした。後半の公墓のみ訳しました。この中の最後の方に「一人の

政治家も参拝していない」とあるが、 P12にあるように加藤紘ー氏が参拝していることが

わかったので参照してください。ちなみに、前半の要旨は次のようなものです。

「長春市に赤いレンガ造りの 3階建ての建物がある。これは孤児たちが日本に帰った後

日本人孤児を育ててくれた養父母の老後の生活が困難な状況を知った13本人・笠貫尚章さ

んが彼らの老後のために、 1990年、長春市政府が提供した土地に、 8,000万円を投じて建

てたものである。」》



北京放送が方正日本人公墓を取材し放送！ 

 

60 周年特別番組 

「ポプラが語る日中の物語」 
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会報 1号で、北京放送（日本語放送）が昨年8月15日と 16日に特別番組として、日本

人公墓を取り上げて放送したこと、私（大類）にも北京から取材があったことを紹介した。
その後、北京放送の王丹丹さんから、その時の録音テープ、また放送台本も送付していただ

いた。
わかったことは、蝦後60年、中国からいえば反ファシズム罰争勝利60年という節目の

年に、現在政治的に悪化している日中関係をなんとか好転したいという、北京放送の熱い試

みが3回の特集番組として放送され、その一つがこの番組だということであった。

第1回目が8月8日放送の『忘れがたき傷跡』、8月15日が日本人公墓を取り上げたこ

の『ポプラが語る日中の物語』である。翌日も放送されたとのことであったが、これは再放

送であった。第3回目が 『日中の新しいスタートは今から』という内容である。
3回の特集番組は、日中関係の過去、現在、未来を見つめて、新しい友好的な日中関係を

創造しようというものだった。放送時間はそれぞれ35分間である。公墓に直接触れていな

いところは、ページ数の関係で省略した。

取材前後にも、王丹丹さん、部長の博頴さんとは雷話で話したが、中国の若者もこの日本

人公墓のことはほとんど知らないという。こういう公墓の存在を、両国の若者が知ることに

よって日中の絆を強くしていくことが出来るのである、と王さんたちと意見の一致を見て

我々の活動の意義を確認できたことは婿しいことだった。

さて番組は、重々しいテーマ音楽の後に、男性の声で次のようなナレーションが入り始ま

った。
（大類）

「第2次世界大戦の痛手から、 60年の月日が過ぎました。33年前に中日両国は国交正常化

を実現し、世々代々平和友好を詈い合いました。

反ファシズム戦争勝利60周年シリーズ番組『末永く世の平和を目指して』」

王・毎年の8月15日は、日本｀中国と韓国及び多 くのアジアの国にとっては、特別の日です。
中国国際放送局日本語部は、 この記念すぺき日をテーマに｀三回にわたって特別番線を

お届けしていますが、今日はその第二弾として、「ポプラが語る日中の物語」をお届けし

ます。今日のスタジオには、特別ゲストとして元文化次官で、今は中国対外文化交流協

会の副会長を勤める劉徳有さんをお招きしました．

王、会長、お忙しいところをよくいらっしゃいました。

劉；今晩は、劉徳有です。

王：劉会長は、 1972年に第一陣の日本駐在中国人記者として日本にいかれ、その後15年間ほ

ど日本で仕事をされ、日本通として知られていますね。

劉：いやいや、日本通はちょっと恐縮ですね。ま、日本語でしゃべるのは苦手ですけれども、

どうぞよろしくお願いします。

王．とんでもない。こちらこそ．ところで、今から60年前の1945年8月15日のことを、会長は

まだ覚えていらっしゃいますか。
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劉：ええ、まだ覚えています。日本の敗戦を私は大連で迎えました。その大連というのは、

当時日本の植民地で、私はちょうど14歳の年でした。中学の二年生で、その頃勤労奉仕と
いうのがございまして、その一環として、大連の海辺、星が浦というところの近くの山沿

いで、ちゃちな戟車壕を掘らされておりました。 8月15日の正午ですけれども｀近くの小学
校に皆集められて、いわゆる重大ニュースを聞かされました。スピーカーからはがーが一
という雑音しか聞こえず、で、工事現場に戻ったところで、お茶汲みに行っていた旧友の
口から、日本がポツダム宣言を受諾して、無条件降伏をしたことを初めて知りました。

ご承知のように、その頃、日本の植民地主義者は大連でひどい支配をしておりまして、

一般の中国の民衆が大変苦しい生活を強いられていましたね。したがって、日本が無条件
降伏したということで、私はそれこそ心の中で快哉を叫んだわけです。しかし、顔には出

しませんでした。なぜなら、日本がまだ武装解除されていなかったからです。いやな勤労
奉仕はそれで終わって、それから、学校に行くのをやめました。終戦になって｀私の気持
ちの大きな変化って言えば、日本と日本語に対する私の気持ちですけれども、ただ感情的
に日本はもう戟争には負けたんだ、日本はもう国が滅びたんだと、これからもう二度と日

本語を話さない、いやむしな話してやるもんかそういうような気持ちが強かったですね。

しかし、その気持ちはだんだんと変わっていきました。それは非常に幼稚な考えだとわ
かりました。なぜなら、戦後、日本の国民は、やはり生活の改善、民主主義.平和を求め
て奮闘しておられることがだんだん分かってきました。それと同時に、やはり、毛沢東主
席と周総理が中国の人たちにいろいろ教育してくださったからです。と申しますのは、私

はそれまでそういう気持ちを持っていたんですけれども、日本の敗戦後、やはり感情の切
り換えというのが必要だったんですよね。それを切り換えてくれたのは毛主席と周総理で
す。それはつまり、早くから中国の民衆に対して、広範な日本の国民、それと一握りの軍

国主義者を、やはり厳格的に区別しなければいけないと繰り返し繰り返し｀忍耐強く中国
の人民に対して教育したからです。私もその教育を受けて、だんだんと、まあ、正しく日
本に対処するのが分かり、 50数年前から、対日関係の仕事、つまり日中友好の仕事に携わ

るようになりました。

王：そうですか。大変貴重なお話を聞かせていただきました。ありがとうございました。
劉：いえ、いえ。で、実を言うと、日本の一般国民は中国人と同じで、あの戦争で大きな構

牲を払っております。特に戟争初期、日本政府にそそのかされ、開拓団として中国の東
北にやってきた日本人たちは、敗戦に伴い、日本に戻ろうとしても戻れず、結局は中国

で多くの人が死んでしまいました。いわば日本の一般の大衆も、あの忌まわしい戦争の
犠牲者だったわけですね．

王 ：それは気の壽ですね。ほんとうに。しかし、これら日本人のために、中国政府は1963年
に特別の墓地を作りました。この墓地は、開拓団民の最も多かったという黒龍江省のハ
ルビン市に近い方正県にありますね。

劉：ええ｀この墓地の正式な名前は「方正県日本人公墓Jと言いまして、中国で唯一の日本
人公墓として、周恩来元首相の配慮の下にその設置が許可されたものと聞いています。
文化大革命では破壊から免れ、現在でも地元の人々によって保護されていると聞いてお
ります。

王：実はこの間、私たちはこの公墓を訪れました。公墓を囲んでいるポブラの木の下で、こ
の35年来、両国の人々の往来と友好をついてのストーリーを聞きました。それでは、現

場に移りましょう。
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（効果 1．風の音、ポプラの木の音）

マイクレポート1:「ここが中国唯一の日本人公墓、方正県日本人公墓です。 1995年『中

日友好園林』と改名され、ここには公墓のほか、記念館や、平和友好記念碑など九つの建

物があります。敷地面積はおよそ1500平方メートルで、中には、木々が茂っており、緑で
一杯です。 1963年の設置の日に公墓の周りはポプラの樹が植えられ、今では大木となって

います。風に吹かれて音を出すポプラの木々は、私たちに何かを語っているようです。

（効果2.木の葉っぱの音、風音）
マイクレポート2:「公墓まで案内してくれた方正黒外事弁公室の王徳君主任は、まず公

墓内にある記念物を紹介してくれました。」

（効果 3. 王主任の話）

「東西の軸に沿って建っているのはすべてが日本の友好団体によるものです．これは山梨県
が建てた中日友好往来記念碑で、その上に刻まれた八つの文字は山梨県知事の書です。これ

が植樹記念物で、隣が平和友好記念碑、その西の向こうにある大きいのが日中友好世界平相

記念物です。その東サイドにハルビン市の「市の花」ライラックが植えてあり｀西側には、
日本の国花である桜が植えてあります。そのうちの5本は60年代日本から贈られたもので、今
ではかなり大きくなっていますね。」

マイクレポート3:「また、公墓のこれまでのいきさつについて、王主任は次のように語っ
てくれました。」

（効果 4. 王主任の話）

「13本が敗戦した1945年、方正県にいた開拓団員は多くが3ヵ所に集まっていました。 その
多くがハルビンに近かったので、人々は早くから敗戦の知らせを知り、敗退して来た13本軍
と共に引き上げてきましたが、方正景の東にある樺林などいくつかの県にいた日本人は、敗

戦の知らせを耳にするのが遅れ、日本軍との撤退には間に合わなかったらしいのです。彼ら
は中国人に恨まれているのを知っていましたから、大きな道を通って引き上げたりはしませ
ん。険しい山の小道をたどって大連に向かおうとしました。彼らが方正県に着いたのは10月
の半ば頃で、ここは北国ですから初冬でも、かなり寒くなっていました。もと方正県にいた
開拓団員はすでに引き上げていましたので、あとから着いたこれらの人たちおよそ1万5000
人は、方正県開拓団の本部だった村に泊っていました。そして寒さ、餓え、病と自殺など

で死んでいったのは約5000人で、残る1万人のおよそ半数は女性と子供たちで、特に幼い子供
l埠元の人に収容され、のちに多くの人が中国政府によって日本に送還されました。こんな
ことがあって、方正県に残った13本人は4000人以上もいました。」

（効果5.王主任の話）

「1962年、山を切り開いていた村人たちは多くの遺骨を発見しました。地元に残った日本人
の話によりますと、これら遺骨は引き上げる途中倒れた日本人のものです。これら日本人は
罪なき人だったので、死者たちの墓地を作ってほしいという願いは、 1963年の5月、周恩来首
相の特別許可で叶いました。その翌年に始まった文化大革命でも（大類注：こう放送したが、

文革は1966年に始まった）、公墓は地元の人々からしつかり守られ、少しも被害を受けなかっ
たのです。

（効果6.王主任の話）

「とこるで今、中日関係は政治的には下火となっていますが、どんなことがあろうと、私た
ち方正県の人々は、この公墓をしつかり守っていきます。」

劉：敗戦から18年後、これらの犠牲者の霊は初めて浮かばれましたが、この公墓のことはあ

まり両国の人々に知られていないようです。王さんはこの話をどこからキャッチされたの
ですか。
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王：実は、私はつい最近インターネットで偶然に知りました。同時に、日本には、本部を東

京に置く「ハルビン市方正地区支援交流の会」があることも知りました。この方正県日本
人公墓のことについて、この会の事務局の大類善啓（おおるい・よしひろ）さんは電話で
次のように語っています。

（効果7.大類さんの話）
大類：「1987年か88年頃だと思います。『ハルビン市方正地区支援交流の会』ということで方

正県に行きました。こういうところに立派なお墓が建っている。それを見ることがで

きたんです。そういう意味で、日本が逆の立場だったら。本当に（敵対する人々の墓
を建てること）こういう事をやっただろうかと思いましたね。そういう意味では｀非
常に印象深い旅でした。

この方正県日本人公墓については、個人的に会う人に知らせることをしていました
けども、多くの人たちはハルビン市は知っているけども、方正という田舎は知らない

わけですよ。まして、中国に日本人公墓があるということは知らない。それでですね、
私たちは多くの人たちに日本人公墓の存在をより知ってもらおうと、『風雪に雨えた中
国の日本人公墓、ハルピン市方正県物語』という本を出したんです。

例えば、かつて、北京に駐在したジャーナリストとか、非常に中国通だと言われる

人たちも日本人公墓があるということを知らなかったんです。これはやはりもっと知
らせるべきだ、現在のように政治的には決していい関係じゃないですね、そういう情
況の中でね、この日本人公墓を、それも開拓民、その人たちも結果的には日本の国家
の犠牲者なんだけども、そういう人たちのお墓を1963年という、日中国交回復前の段階

に作った中国政府と中国人民のその寛大な気持ちをね、僕はこの日本人公墓が表して
いると思うんですね。

やはり｀この日本人公墓を日本人に知ってもらうこと、特にこういう時代だからこ
そ、みんなに知ってもらいたい。特に日本の政治家とかね、こういうことがあるんだ
よということを知ってもらいたいなと思っているんです。「方正友好交流の会」は始ま
ったばかりなんですけれども、ぜひ私たちの活動を理解して頂いて、いろいろと会員
になって1員きたいとか、いろんな形で支援していただければ鳩しいですね。」

劉 ：「ハルビン市方正地区支援交流の会」の方々、本当にご苦労さまでした。

王：方正県日本人公墓ができてから42年も経ちましたが、いまでは当時の若者もすっかりお
年寄りになってしまいます。また十数年前には、公墓の隣に、日本残留孤児の養父母た

ちの墓碑が建てられました。ここには戦後中国に残された日本の子供たちを育てた中国
人の養父母たちが眠っています。私たちが公墓を訪れた日に、暫く前亡くなった「石マ
マ」と親しまれていた方のお葬式が行われていました。

（ここから、石ママと呼ばれた女性残留孤児の話になる。しかし、日本人公墓につ
いては直接触れないので、この部分は省略する）

王：黒龍江省ハルビン市付近の方正県にある日本人公墓「中日友好園林Jとそれに関わる残
留孤児のストーリーでした。ではまたスタジオに戻ります．今日のゲストは、元文化次
官で、中国対外文化交流協会の劉徳有国会長です。

鋼：はい。さきほど、とてもいい話を間かせてもらいましたね。本当に感動しました。中国

では昔から、「寛大な心を持つ」ことが美徳とされています．方正県日本人公墓はまさに
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この美徳を表していると思います。良いことをやればいつか必ず報われるといわれてい
ますが、方正県の人々と日本の人々とのつながりは切っても切れないものですね。

王：その通りです。 1980年、ある日本の方は方正県の日本人公墓を見学した後、中国人の心

構えに感動され、中国のために私も何かをやろうと思い、方正県での稲の栽培を無信で

指埠することを決心しました。そのご指海の下に、方正県をはじめ、黒龍江省の稲の収
穫は倍以上に増え、その後、この栽培技術は中国のチベットと台湾を除く全ての省や自

治区に普及しました。

中国の稲の栽培に大きく貢献したこの人が、藤原長作先生です。藤原長作先生は1998
年の8月17日になくなりましたが、今でも先生のことを方正県の県民は忘れてはいません。

先生の遺志に従い、その追骨の半分は中国に送られ、日本人公廷のある「中日友好園林」
に安置されています。

方正県政府は藤原長作先生のために墓碑を作りました。この墓碑をデザインした外事

弁公室の王主任は次のように紹介してくれました。

（効果 19.王さんの話）

「墓碑の上端にある稲の模様は、藤原先生が一生をかけて従事した稲の栽培を意味します。

この墓碑の高さが2.72メートルなのは、先生が初めて方正県でテスト用として耕した蔑地

の面積を意味し、墓碑の下部の長さ87センチの台は、先生が87歳まで生きられたことを象
徴しています。そして、墓碑を囲む7本の襴干は、先生が稲の栽培を指導するため方正県を

7回訪れたことを表しているのです。」
（効果20.王さんの話）

「最も印象深いのは、『私は戦争には参加してはいませんが、私自身の行動で日本の戦争

で犯した罪を償いたいのです』、『私は共産党員ではありませんが、カナダのペーチューン

のことはよく知っていますよ』という先生の言葉ですよ。」
王： 1963年5月に方正県日本人公墓ができて以来、戦争の犠牲者となった日本の開拓団民、日

本人残留孤児を育てた中国人の養父母、そして中国の稲栽培に貢献した日本人の藤原長作
先生など、日本人だけでなく中国人も同じ中日友好園林に眠っています。この点はまだ多

くの人々には知られてはいないかもしれませんが、園内のポプラ、柏、ライラックと桜な
どは、数十年来、この中日の物語を静かに見守ってきたのです。

（効果21 . 音楽—土琵琶）
王：さて、番組の最後に、今日の特別ゲストである中国対外文化交流協会の劉徳有副会長の

ご感想をお聞きください。

劉：え、王さんからは大変感動的な話をお伺いました。問題はこれからの中日友好関係をど

うするかということだと思いますけれども。今後の中日友好関係を考える時、私は何より
も、相互理解と相互信頼を強めることが非常に重要であるというふうに考えます。それに

はまず第一に、人的往来、これをもっともっと盛んにする必要があるんじゃないかと思い
ます。で、第二点は、文化交流、これをもっと強化する必要があると思います。文化交流

というのは、いわば、心と心の交流でございまして、やはり、この心と心に橋をかけるプ

ロジェクトというふうに私は理解しています。その橋の名前は友好の橋であり、相互理解

の橋であると思います。で、今後この橋を渡る行き交う人がますます多くなることは私は

非常に強く希望しております。第三点は、何でも話せる、つまり、本音で語り合える仲に

なる、友人になるということが大事じゃないかと思います。

そういう本音で語り合える友人のことを中国では 9そう友』と言います。『そう』は言辺
に『争』、それから友達の友、この言辺に争うのが諄いと読みますけれども、そういう意味

じゃなくて、本当になんでも話せる友人のことを『そう友』と言うんです。中日両国人民

はやはりそういう友人であってほしいと思います。
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それから、中日両国の未来について、私の考えをちょっと述べてみたいと思いますけれ
ども、中日両国の人民はやはり世世代代に亘って、孫子の代まで友好的に付き合うことが
非常に大事だというふうに考えます。なぜなら、中日両国はアジアにおける二つの非常に
重要な国でございます。で、この二つの国が友好的に付き合うということはただ両国の利
益になるだけじゃなくて、アジアと世界の平和につながるからでございます。中日両国に
必要なのは、いうまでもなく、友好、協力、平和であって、対立、反目、敵対ではないと
思います。で、いま改革開放を進めている中国にとって必要なのは、ほかでもなく、自国
の社会の安定と周辺の平和と安寧でございます。お隣の日本も戦後歩んできた平和発展の
道を今後も歩み続けるよう私は切に望んでおります。

（効果22.エンディング音楽）

執筆者紹介

記事の構成上、紹介できなかった執筆者のプロフィールを、簡単ですが紹介し

ます。なお、文中で執筆者のプロフィールがわかる人は省略しました。

今村春江さん：

「北京での新年」の執筆者。 1971年方正生まれの方正育ち、 35歳。 11 
歳の時に来日。春江さんの祖母 （前号で収録しましたが、読売新聞が彼女のこと

を大きく紹介しました0 0 5年 7月 7日付け夕刊）は現在85歳、開拓団の一員

として両親と兄弟で方正県に入りました。戦後、祖母は残留婦人として方正県に

残り、 19 7 8年に日本に戻りました。

春江さんは日本に帰国後、天津の南開大学に留学。現在、旅行社に勤務。 一児

の母であり、また当会の理事でもあります。

伊藤俊さん：

「方正」の執筆者。 19 8 3年生まれ。現在、和光大学の4年生です。昨年の

夏、アジア諸国との友好を願う 10代、 20代の若者たちが、単なる旅ではなく、

歴史を学ぶという問題意識をもって、中国東北への旅を 10人ほどで行いました。

伊藤さんはその一人です。

ご支援ご協力のお願い

当会の活動に賛同される方、関心をお持ちの方々のご入会をお待ち しています。

年会費：個人会員 ーロ 1,000円 団体法人会員ーロ 10,000円

ロ数は最低ーロ、 上限はあり ません。よろ しくお願いいたします。
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日時

1 

2 

3 

4 

5 

6 

6月中旬に公墓を訪れる旅を企画しています。墓参だけでなく、 60年前、

多くの同胞が各地の開拓団から命からがら方正にたどり着いた時の収用施設跡

の見学や地元の人たちとの懇談など、方正公墓の意味を問い直す、 当会ならで

はのメニューも考えたいと思っています。

日時、費用などが決まったら改めてお知らせしますが、20名から 25名ほどで

すと、 12万円から 14万円ほどの旅費がかかるものと思います。参加希望のある

方、今の段階でははっきりしないが検討する材料として、詳しい日程案のほし

い方、前もって知らせていただければ幸いです。よろしくお願いします。

訪問地 交通機関 活動内容 宿泊地

成田空港 中国国際航空 成田空港集合

国内線 北京からハルピンヘ

ハルビン市 ハルビン外事室と懇談会・晩餐会 ハルピン市

方正県 専用パス ハルピンから方正へ移動

方正県政府と懇談会 ・晩餐会 方正県

方正県 専用バス 方正地区日本人公墓参拝

麻山地区日本人公墓参拝 方正県

方正県 専用バス 方正県からハルビン市へ移動

市内観光 ・ショッピング ハルピン市

ハルピン市 専用バス 市内内観光 ・ショッピング ハルピン市

北京／成田 国内線 内線にて北京へ移動

国際線 北京より一行成田空港へ

r •一••一••-••一·•一· •一 •一.. ••一••一·•一••一 •• 一..一••ー・.......一••ー・"...-••―’

！ 旅費ー名様/¥120, 000~ 140, 000. - ! 
一・・—.. ••一 ••一 ・ ・ ー..一..一..一••ー・....一..一••一••—..一••-••ー・•一..一 ••一・
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お礼とご報告を兼ねて

昨年の6月、再編総会を経て会報第 1号を出した後、いろいろな方々に会員になってい

ただきました．また、カンパもお寄せいただきました。本当にありがとうございました。

本来ならお一人お一人にお礼のご挨拶をしなければならないところですが、みなさまのお

名前を以下に記して感謝の意に代えます。何卒ご了承ください。（敬称略、受付けた順に記

載しました。06年 2月 20日現在です）

石井愛輝中島紀子駒ケ嶺法子菅原康子斉藤兵ー野口武石原健一魚崎宏溝呂木勇

北澤博史王元恰杉田春恵石橋実阿部恵一平方明男樗沢仁山村文子田村順之助

内山則男木下賢二岡島やよい是洞三栄子藤本泰世金丸千尋高良真木半崎和枝

横前明奥村俊二鈴木啓功谷口時彦後藤邦汎鈴木春夫高媛 J19合継美菅原三太郎

立正佼成会神戸教会久保和男永井栄山本義輝崖鳳義崖岩篠田欽次永原今朝男

長野県自興会（法人会員）清水薫森田重夫松岡満壽男古賀勇一園アンポサービス（法人

会員）萩原武太郎川口憲辻誠富樫昭治鈴木賢士金子静子山田弘子田中久子

鈴木俊作（社）日中協会新谷陽子吉田敬子野田良雄長谷部照夫長田末作岡田久子

田中信雄衛藤濯吉渡邊亮介出口三平中村孝司石田和久可児カ一郎鳥島せい子

窪田かつよ木村直美鍵山辰馬成田晃一遠藤勝男吉岡稔丸野公平青木孝荒lII孝

名越二荒之助牧野史敬北原汎大類善啓太刀ll1勝喜三井汎奥村正雄山岸忠夫

井出正一新井仁清水えい子小林勝人長江忠司北澤吉三塩野泰彦寺沢秀文

寺沢幸男酒井誠田中賣今村康雄佐々木ハスゲレル牛山満智子西田八郎松尾政司

書籍のご案内

方正友好交流の会が編集した2冊の本をご紹介します。

＊ 『風雪に耐えた「中国の日本人公墓」 ーハルビン市方正県物語一』 定価 1500円

この本には、日本人公墓の建立の軌跡や由来を王鳳山と奥村が、中国養父母公墓を自

カで建立した遠藤勇さんの半生を大副敬二郎が、方正県住民の家に住み込み全身全霊で

稲作指導に捧げ「日中友好水稲王」といわれた藤原長作さんの一生と、敗戦後八路軍に

入り、帰国後日中友好運動に携わり、麻山事件の犠牲者の公墓建立で活躍された金丸千

尋さんの半生を大類が執筆、また方正友好交流の会を成立以前から支えた人々の座談会

を牧野史敬が司会進行した記録などが収録されています。

＊ 『日本と中国 その底辺を翔けた 70年』 石井貫一編著定価2000円

再編前の会長であった石井貫ー氏の中国国家友誼賞受賞を記念して刊行されたもの。

方正に対する石井氏の熱い思いとその足跡、今後の指針などが綴られています。

この2冊は当会が扱いますので払込振替用紙をご利用ください。
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